
教校部「真宗教学史」平田厚志 

 

 講義テーマ（内容） 

 「近代（大正期・昭和戦前期）本願寺派教学の動向とその性格」担当 平田厚志 

 目的 

   近代（大正期・昭和戦前期）における本願寺派教学を思想史の観点から概観する。 

 講義内容 

  前期講義内容 

大正デモクラシーと仏教教団の動向 

部落解放運動と西本願寺教団の対応 

異安人問題―野々村『浄土教批判』をめぐって 

梅原真隆の足跡と教学思想 

後期講義内容 

昭和戦前期と仏教教団の動向 

反宗教運動と真宗 

転向問題と親鸞 

戦時教学とは何か 

 プロフィール 

   生年 １９４４年 

   出身地 山口県 

   専門分野 真宗思想史（特に近世・近現代） 

   関連分野 近世・近代思想史、日本文化史、日本仏教史 

   所属学会 龍谷大学史学会、仏教史学会、近代仏教史学会、日本史研究会 

   研究課題 「真俗二諦論」の歴史的展開と現代真宗教学の課題 

   編著書 

 著書『真宗思想史における「真俗二諦」論の展開』龍谷叢書Ⅸ、2001年刊 

    編著『浄土真宗異義相論―「承応の鬩牆」を発端とする本願寺・興正寺一件史料―」』 

龍谷大学善本叢書２０、法蔵館、2008年刊 

    編著『西本願寺宗意惑乱一件史料 第一巻』龍谷大学善本叢書 30法蔵館、2013年刊 

編著『安重根・「東洋平和論」研究―世紀の東アジアをひらく思想と行動』 

龍谷大学社会科学研究所付属安重根東洋平和研究センター、明石書店 2022年刊 


